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JITSUBO 株式会社、中外製薬株式会社、日本濾水機工業株式会社、株式会社藤本分子化学、
横浜銀行、横浜信用金庫

【個人（ライフサイエンス関連の研究者）】
丸山正様、熊谷洋紀様、小井土大様、他４名（ご希望によりお名前非公表）
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はしがき
　「木原記念こども科学賞」は今回で第 29 回を迎えましたが、一昨年度からは、こ
れまでの市や県の教育委員会、横浜市立大学木原生物学研究所に加え、地域の企業、
金融機関、生命科学に関わるベンチャー・中小企業・大手企業・研究機関、個人の
研究者などの皆様から幅広くご寄附やご協力をいただき、この賞の充実と認知度の
向上等を図っております。
　財団の生みの親である木原均博士は、“地球の歴史は地層に、生物の歴史は染色体
に記されてある”との名言を残されました。その後の研究者の努力で、染色体中の
遺伝物質 DNA の“かたち”が二重らせんであることが発見され、財団のロゴマー
ク（本冊子の表紙下部）にも取り入れられています。実は、新型コロナウイルス感
染の有無を調べる PCR 検査法も、この“かたち”による“しくみ”をもとに発明出
来たものです。また、生物の細胞の中に続々と見出されるミクロな“かたち”や“し
くみ”の新発見は、人類が新たな難病に直面した際などにワクチンや特効薬の発明
に役立つのですが、その出発点は、幼少期に生き物を直接見て触り、その驚きの上
に”科学する楽しさを知る”こと（木原博士の精神・願い）です。本こども科学賞は、
それをベースに未来の科学者が育つことを希求するとともに、別の道に進むこども
達にも、この事業に参加することを“きっかけ”として“科学する目”を持つ市民・
県民に育つことを願って毎年実施しております。
　お陰様で今年も多くのこども達から、生き物への愛情があふれた作品の応募があ
りました。まず、応募作品を厳正に審査して頂きました選考委員の先生方のご労苦
に感謝申し上げます。また、全ての応募者、子どもたちをお導きくださった学校あ
るいは家族の皆様方、そして、ご後援くださった全ての関係諸団体の皆様方に、こ
こに心より感謝申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　  ２０２１年１２月
  　　　　　　　　　　　　　　　　　選考委員会委員長

公益財団法人木原記念横浜生命科学振興財団
常務理事　　鈴木　榮一郎

木原　均博士について
　木原　均博士（1893 ～ 1986）は、東京に生まれ、麻布学園を経て北海道大学を卒業、京都大
学教授、国立遺伝学研究所長などを歴任されました。この間、コムギのふるさとを求めて学術探索に出
かけ、パンコムギの祖先を発見し、タネナシスイカを作るなど、植物遺伝学の分野で多くの業績を挙げら
れました。特にコムギの遺伝学では、「コムギ博士」として国際的に高く評価され、1948 年には文化勲
章を受章。また、日本のスキー界の草分けでもあり、冬季オリンピックの選手団長を２度つとめるなど、「スポー
ツ博士」として活躍されました。1955 年、博士は（財）木原生物学研究所を京都から横浜（南区六ッ
川）へ移し、亡くなるまで研究活動を続けられました。旧研究所跡は、現在、「横浜市こども植物園」となっ
て市民に親しまれています。晩年は、日常生活の中のふとした疑問を確かめ、観察する「小さい実験」
を楽しまれました。
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